様式第１号別添（交付要綱第10条第５項、実施要領第３第１項、第３第４項、第５第１項関係）

ＧＰＳ活用によるスマート農業加速化推進事業
　事業計画書（事業実績報告書）

１　事業実施主体の概要
	氏名（名称・代表者氏名）
	
	生年月日（代表者生年月日）
	Ｓ・Ｈ
　　年　　月　　日

	所在地
	

	[bookmark: _Hlk87809769]区分
	□　農業者　　　　□　農業法人　　　　□　農業生産組織
□　農業団体　　　□　その他（　　　　　　　　　）

	営農部門
	

	連絡先
	担当者役職・氏名：
TEL：　　　　　　　　　
FAX：　　　
E-mail：
	主たる従事者数（構成員数）
	　人

	担い手の
区分
	· 下記のいずれにも該当しない。
· 認定農業者または認定新規就農者ではないが、「策定済みの地域計画における農業を担う者」もしくは「人・農地プランにおける中心経営体」に位置づけられている。
※「策定済みの地域計画における農業を担う者」もしくは「人・農地プランに
おける中心経営体」に位置づけられていることが確認できる書類を添付する
こと。
· 認定農業者または認定新規就農者であるが、「策定済みの地域計画における農業を担う者」もしくは「人・農地プランにおける中心経営体」に位置づけられていない。
· 認定農業者または認定新規就農者であり、かつ「策定済みの地域計画における農業を担う者」もしくは「人・農地プランにおける中心経営体」に位置づけられている。
※「策定済みの地域計画における農業を担う者」もしくは「人・農地プランに
おける中心経営体」に位置づけられていることが確認できる書類を添付する
こと

	認証ＧＡＰの有無
	· 認証ＧＡＰを取得している。
※認証ＧＡＰを取得していることが確認できる書類を添付すること。















２　取組の概要
	導入する機械，設備等の名称
	確認事項等

	
	県整備のRTK基地局を５年以上利用する。
	県が行う調査分析に協力する。

	
	□
	□

	
	□
	□

	
	□
	□


　　　※欄が足りない場合は適宜追加すること。

３　事業の目的等
（１）事業の目的（本取組によってもたらされる効果等）





























４　構成員の状況（（和暦元号）　年）
	構成員氏名
	役職等
	従事日数
	出資等割合（※）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　※は，法人の場合のみ記載

５　経営規模（（和暦元号）　年）
	部門
	規模

	[bookmark: _Hlk111386801]田
	うち借地
	ha
	ha

	畑（　　　）
	うち借地
	ha
	ha

	畑（　　　）
	うち借地
	ha
	ha

	作業受託等
	
	ha
	

	（園芸等）施設面積
	
	棟　　　　　　　　　
	㎡

	（畜産）飼養頭数
	
	頭・羽
	

	
	
	
	



６　農産物等の販売額（過去３カ年）
	品　目
	直近年
（　　年／　月期）
	前年
（　　年／　月期）
	前々年
（　　年／　月期）

	
	千円
	千円
	千円

	
	千円
	千円
	千円

	
	千円
	千円
	千円

	
	千円
	千円
	千円

	
	千円
	千円
	千円

	合　計
	千円
	千円
	千円





７　機械・設備等の取得に係る計画（実績）
	事業申請する機械等の名称
	耐用年数
	事業費
［消費税込］
	負担区分
	備考

	名　称
	規格及び能力
（※1）
	
	
	県補助金
	市町村費
	その他（　　　）
	農機メーカー等への
確認
	その他

	
	
	
	円
	円
	円
	円
	□確認済み
（※２）
	

	
	
	
	円
	円
	円
	円
	
	


（※１）規格及び能力には，馬力，条数，精度等を記載すること。
（※２）申請する機械等は，県整備のRTK基地局との接続が可能であることを予め確認すること。
県整備のRTK基地局の概要：通信方式_Ntrip方式，配信データフォーマット_RTCM3.0及び3.2

８　導入する機械等の活用計画
導入する機械等を使用する農作業について記載する。
	機器名
	作目名等
	経営面積
	使用を予定する作業名称
	年間の使用回数（回）
	農作業を行う主な場所
（市町村・地区名等）

	自動操舵システム
	例）大豆
	20ha
	耕起，播種，中耕培土
	４
	○○市Ａ地区，Ｂ地区，Ｃ地区

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



９　経営の改善に向けた取組
　　以下（１）～（３）の１つ以上の項目について目標を定め、本事業の活用により、経営の改善に取り組むものとする。
　　※　現状の年次は、事業実施年もしくはそれ以前の直近で把握できる最新の年次とする。
[bookmark: _GoBack]　　　　目標の年次は、事業実施年の翌年から５年目とする。

（１）経営面積の拡大
	作目名等
	規模

	
	現状（令和　年）
	目標（令和　年）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




（２）単収の向上
	作目名等
	現状（令和　年）
	目標（令和　年）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　※新規取組作目を記載する場合は、現状値に地域の標準単収を記載する。

（３）省力化（作業時間の削減）
	作目名等
	作業名
	現状（令和　年）
	目標（令和　年）

	例）大豆
	中耕培土
	○時間/10a
	○時間/10a

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　　※新規取組作目を記載する場合は、現状値に地域の標準的な作業時間を記載する。

１０　その他
	県が主催する以下のセミナー等への参加意向の確認
（農業総合センターまつり（９月頃）、ＧＰＳ活用によるスマート農業加速化推進事業セミナー（仮称）　など）
	参加する意向の場合は✓
□




１１　添付書類
（１）事業実施主体（組織）の定款の写し又は事業実施主体（個人農業者）の住民票抄本の原本
（２）事業実施主体の直近１か年の決算書又は確定申告書の写し
（３）導入農機の使用場所のおおよその位置図（受信可否の確認等に使う）
（４）機械・施設等のカタログ
（５）機械・施設等の２社以上の見積書（請求書・領収書）
（６）経営面積が確認できる書類（農地台帳の写し、営農計画書等）
　　（７）その他採択要件の確認に必要な書類
　　
